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少雨による渇水
6～8月における渇水状況。

梅雨前線による洪水被害
梅雨前線の影響により、秋田県で記録的な洪水が発生。

前線による洪水被害
秋田県では7月の洪水に続き、短期間で2度の被害。

秋田県内陸南部地震
秋田県大仙市で震度5強の地震が発生。

台風21号による洪水被害
超大型台風の観測開始以来初めて超大型台風が上陸。

火山・砂防
蔵王山噴火警戒レベルを引き上げ。

「2017年・東北の主な自然災害」

Tohoku in 2017.

秋田県内陸南部地震

梅雨前線による洪水被害
前線による洪水被害

雄物川直轄改修100周年
記念事業

最上川・赤川直轄改修100周年

名取川河口部復旧・復興事業完成式

台風21号による洪水被害

蔵王山警戒レベル引き上げ

カスリン・アイオン台風70年
水防災フォーラム

洪水

凡　例

渇水

火山 完成式
式典

地震
津波

災害の発生地域

平成30年
1月 30日
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秋田県を襲った記録的豪雨

7月・8月の短期間で二度の被害が発生

● 発生個数：27個　平年値25.6個
● 日本への接近数：８個　平年値11.4個
● 日本への上陸数：４個　平年値４個
● 長寿台風：台風５号
　・発生日時：7月20日21時
　・消滅日時：8月8日21時
　・期　　間：19日間　　※統計開始（1951年）以降2番目に期間の長い台風
● 超大型台風：台風21号
　・発生日時：10月22日13時
　・消滅日時：10月23日10時
　※超大型台風の観測開始（平成3年）以降初めて、超大型の勢力を保ったまま上陸

総括 東北全般 ｜ 平成２９年度　東北の自然災害

2017年の台風の動向

7月洪水と既往洪水の比較

今次洪水と既往洪水との比較
長　野大曲橋神宮寺刈和野橋新　波椿　川順位

水　位

河川名水系名 観測所名 距離標 基準水位（m） 平成29年7月22日出水（暫定値） これまでの最高水位
生　起　日最高水位生　起　日最高水位

計 画 高 水 位
は ん ら ん 危 険 水 位
計 画 高 水 位
は ん ら ん 危 険 水 位
計 画 高 水 位
は ん ら ん 危 険 水 位
計 画 高 水 位
は ん ら ん 危 険 水 位
計 画 高 水 位
は ん ら ん 危 険 水 位
計 画 高 水 位
は ん ら ん 危 険 水 位
計 画 高 水 位
は ん ら ん 危 険 水 位
計 画 高 水 位
は ん ら ん 危 険 水 位
計 画 高 水 位
は ん ら ん 危 険 水 位
計 画 高 水 位
は ん ら ん 危 険 水 位

ー
ー
9.89
8.10
ー
ー
ー
ー

11.00
ー
9.03
5.70
ー
ー
ー
ー
ー
4.00
ー
ー

左6.10k

右13.05k

左28.40k

左36.90k

右48.70k

右59.18k

右4.50k

左2.50k

左10.10k

左33.30k

H29/7/23 16:00

H29/7/23 18:00

H29/7/23 17:00

H29/7/24   7:00

H29/7/23 16:00

H29/7/23 11:00

H29/7/23 10:00

H29/7/23   9:00

H29/7/23   7:00

H29/7/23   6:00

石田坂

椿　川

新　波

木原田

刈和野

神宮寺

豊　成

淀　川

長　野

栃木橋

6.27

9.16

14.55

11.42

9.04

7.56

10.05

7.93

5.03

4.49

H23/6/24 24:00

H22/8/3 18:00

H23/6/24 22:00

H23/6/24 21:00

H23/6/24 15:00

H23/6/24 12:00~13:00

H23/6/24 10:00

H23/6/24 21:00

H19/9/17 23:00

H19/9/17 20:00

5.69

9.07

13.65

9.60

8.30

7.74

9.16

6.36

4.79

4.46

雄物川

岩見川

淀　川

玉　川

桧木内川

雄物川

発生年
9.16
9.07
8.90
8.56
8.34
8.31
8.10
7.95
7.92
7.82

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

H29
S22
S19
S30
H23
S47
S55
H19
S62
S21

水　位 発生年
14.55
13.65
13.40
13.09
13.07

 12.62
11.92
11.84
11.64
11.56

H29
H23
S55
S62
H19
S54
S56
H16
H7
H21

水　位 発生年
9.04
8.30
8.07
7.84
7.73
7.40
7.24
6.58
6.05
5.94

H29
H23
S62
S55
S47
H19
S54
S56
H21
H5

水　位 発生年
7.74
7.56
7.25
7.18
7.12
6.80
6.64
6.62
6.57
6.57

H23
H29
S30
S21
S19
S44
S40
S34
S36
S62

水　位 発生年
5.82
5.63
5.60
5.46
5.44
5.17
5.14
5.14
4.92
4.91

S30
S62
S28
S40
S33
H23
S36
S44
H29
S37

水　位 発生年
5.03
4.79
4.46
4.06
3.85
3.64
3.57
3.54
3.46
3.45

H29
H19
H23
S57
S56
H2
H21
S35
H10
S47

主な観測所における既往洪水の水位

（H29.1.1～H29.12.31）

平成２９年7月　雄物川　刈和野地区浸水状況（大仙市）

　今年は、活発な前線の影響により7月・8月に秋田県を中心に記録的な豪雨が発生し、雄物川の主要水位観測所では既往最高水位を更新する

など家屋浸水を伴う大きな被害をもたらしました。この洪水により雄物川では河川激甚災害対策特別緊急事業による緊急治水対策を実施する

こととなりました。

　また、10月に発生した台風21号は超大型台風の観測開始（平成3年）以降はじめて超大型の勢力を保ったまま上陸し、東北では阿武隈川

で避難判断水位を超過しました。

※台風の統計情報は気象庁のHPによる

雄 

物 

川
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レベル５（越水・溢水）
レベル４（計画高水位超過）
レベル４（氾濫危険水位超過）
レベル３（避難判断水位超過）
レベル２（氾濫注意水位超過）
防災操作実施ダム

凡　　例

● 雄物川水系　雄物川
● 子吉川水系　子吉川
● 米代川水系　米代川
● 北上川水系　北上川（上流）

● 森吉山ダム
● 玉川ダム
● 四十四田ダム
● 御所ダム
● 湯田ダム

● 雄物川　溢水・内水
　 間倉地区
　 中村・芦沢地区
　 寺館大巻地区
　 新波地区　など24箇所

直轄管理河川である雄物川で
甚大な被害が発生

東北全般 ｜洪水

累加雨量レーダ

天気図と衛星画像

平成29年7月22日　梅雨前線による洪水被害（直轄河川）

平成29年7月22日出水の状況

気象の概要

　平成29年7月22日から活発な梅雨前線の影響により、秋田県を中心に記録的な豪雨が発生しました。累加雨量は多いところで300ミリを

超え、多くの観測所で24時間雨量が観測史上最大を更新しました。雄物川の椿川水位観測所では、昭和11年の観測開始から最大の水位を更

新し、この洪水により雄物川では、家屋浸水被害が発生するなど甚大な被害を受けました。

雄物川の椿川水位観測所で、観測史上最大の水位を記録。

秋田市

大仙市
由利本荘市

7月22日21時頃 7月22日21時頃

※7月22日0時から23日19時までの43時間の累計

出典：気象庁

※統一河川情報システムより
※累加雨量は7月22日0時から23日19時までの43時間の累計

河川名 観測所名

累加雨量300mmを超えた観測所

累加雨量

米代川 中　森 雨量観測所 381.0mm

雄　和 雨量観測所 348.0mm
雄物川

子吉川

横　手 雨量観測所 314.0mm

大清水 雨量観測所 338.0mm
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雄物川　新波地区浸水状況（7月24日6時頃）

雄物川　新波橋付近浸水状況（7月23日16時30分頃） 雄物川　岩瀬湯野沢、寺館大巻地区浸水状況（7月23日17時頃）

UAV調査状況 現地調査状況 みちのく号（東北地方整備局）

雄物川　川崎地区浸水状況（7月23日16時30分頃）

洪水

被害の状況

現地・上空からの浸水状況の調査

被害の状況

秋田県 ｜ 平成29年7月22日　梅雨前線による洪水被害（直轄河川）

　雄物川（直轄管理区間）沿いで浸水被害が発生したため、東北地方整備局では現地調査に加え、UAV（ドローン）や防災ヘリコプターを活用し、

被害状況の早期把握に努めました。調査によって得られた情報は秋田県や市町村へも提供しました。

雄物川

雄物川

雄物川
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秋田県 ｜ 平成29年7月22日　梅雨前線による洪水被害（直轄河川）洪水

整備局の対応状況（リエゾン） 整備局の対応状況（TEC-FORCE）

● 秋田県庁　　　のべ26人／日
● 横手市　　　　のべ22人／日　　　
● 大仙市　　　　のべ20人／日　
● 由利本荘市　　のべ20人／日

合計

のべ

88人／日

「Liaison」＝「つなぐ」というフランス語。自治体に災害派遣される職員（国土交通省など）をさし、災害対策現地連絡員ともいいます。

リエゾン
派遣状況

（平成29年7月22日～8月1日）

　被害状況の把握及び被害拡大の防止、技術的な支援のため職員をTEC-FORCEとして派遣しました。今回派遣されたTEC-FORCEは東

北地方整備局以外にも北海道開発局と関東地方整備局からも派遣頂き、派遣された職員はのべ271人／日に上りました。

　東北地方整備局では自治体への支援及び情報収集を目的として職員をリエゾンとして派遣しました。

　派遣された職員はのべ88人／日に上り、秋田県庁をはじめ、１県３市で河川水位の情報提供など自治体を支援しました。

● 北海道開発局　　　のべ40人／日
● 東北地方整備局　のべ211人／日　　　

● 関東地方整備局　　のべ20人／日　
 （排水ポンプ車）　　のべ10台

合計 のべ 271人／日

TEC-
FORCE
の支援

（平成29年7月23日～7月31日）
7月24日 リエゾン活動状況（秋田県庁）

玉塔川調査状況（大仙市）TEC-FORCE 出発式 二井山上溝線調査状況（横手市）

コラム：リエゾンについて

リエゾンとは？

災害時に県庁等自治体に派遣され、災害対策情報収集及び支援を図ります。

リエゾンの任務は？

「Technical Emergency Control Force」の略称。緊急支援体制をとる際に職員をあらかじめ任命するなど、事前に体制を整備。

迅速な活動実施につなげている。平成20年岩手・宮城内陸地震の際に全国で初めて活用されました。

コラム：TEC-FORCEについて

TEC-FORCEとは？

被災地方公共団体が行う災害応急対策に対する技術的な支援で、具体的には以下の３つになります。

● 被災状況の迅速な把握　● 被害の発生及び拡大の防止　● 被災地の早期復旧

TEC-FORCEの任務は？

7月26日 リエゾン活動状況（横手市）

10
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10 10 1010 10

10 10

10 10

10 10

10 10 10 10 10 10 10 10 10

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10
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秋田県 ｜ 平成２９年７月２２日　梅雨前線による洪水被害（県管理河川）洪水

降雨の状況（秋田県）

被害の状況（淀川：秋田県管理河川）（大仙市）

秋田県全域で豪雨。

平成29年7月22日～23日梅雨前線豪雨　日雨量分布

　秋田県では、活発な梅雨前線の影響で7月22日の夕方から23日にかけて非常に激しい雨が降り、多いところで、300ミリを超え

る大雨となりました。多くの観測所で、24時間雨量が観測史上最大を記録し県管理河川の各地で氾濫が発生しました。

川原地区周辺の状況（7月24日15時頃）

川原地区周辺の状況（7月23日）馬場地区周辺の状況（7月23日15時頃）

※上記資料は秋田県資料を引用、加筆したもの※上記資料は秋田県資料を引用したもの

馬場地区

川原地区

雄物川

淀川

淀川

淀川

地域住民ツイッターより

国道3
41号

馬場橋

雄物川

● 米代川水系　小阿仁川
● 雄物川水系　草生津川

● 馬場目川水系　三種川
● 　　〃　　　　馬場目川
● 雄物川水系　太平川
● 　　〃　　　猿田川
● 　　〃　　　新城川
● 　　〃　　　福部内川
● 　　〃　　　斉内川
● 　　〃　　　桧木内川
● 子吉川水系　芋川

避難判断
水位超過
河川

氾濫危険
水位超過
河川
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洪水

一般被害状況（8月30日時点）浸水被害が発生した河川（秋田県）

新波川周辺の浸水状況（秋田市）楢岡川周辺の浸水状況（大仙市）

土買川周辺の浸水状況（大仙市）福部内川周辺の浸水状況（大仙市）

芋川沿川の浸水状況（由利本荘市）上溝川周辺の浸水状況（横手市）

※上記資料は秋田県資料を引用、加筆したもの※秋田県河川砂防課調べ

秋田県 ｜ 平成２９年７月２２日　梅雨前線による洪水被害（県管理河川）

被害の状況（秋田県内）

秋田県全域で浸水被害が発生。

　秋田県が管理する河川では、雄物川水系、米代川水系、子吉川水系、馬場目川水系の4水系26河川で溢水、越水氾濫が発生し、

35戸の家屋損壊、900戸を超える床上・床下浸水、農地浸水等の甚大な被害が発生しました。

県 水系

米代川
よねしろがわ 下内川

しもないがわ

糠沢川
ぬかさわがわ

太平川
たいへいがわ

猿田川
さるたがわ

新波川
あらわがわ

繋　川
つな　　がわ

神ケ村川
じんがむらがわ

平尾鳥川
ひらおどりがわ

安養寺川
あんようじがわ

神内川
じんないがわ

福部内川
ふくべないがわ

淀　川
よど　　がわ

荒　川
あら　　がわ

土買川
つちかいがわ

楢岡川
ならおかがわ

西の又川
にしのまたがわ

後　川
うしろ　がわ

小友川
おともがわ

小滝川
こたきがわ

桧木内川
ひのきないがわ

入見内川
いりみないがわ

上溝川
うわみぞがわ

芋　川
いも　　がわ

富津内川
ふつないがわ

内川川
うちかわがわ

三種川
みたねがわ

大館市
おおだてし

北秋田市
きたあきたし

秋田市
あき  た  し

秋田市
あき  た  し

秋田市
あき  た  し

秋田市
あき  た  し

秋田市
あき  た  し

秋田市
あき  た  し

秋田市
あき  た  し

秋田市
あき  た  し

大仙市
だい せん し

大仙市
だい せん し

大仙市
だい せん し

大仙市
だい せん し

大仙市
だい せん し

大仙市
だい せん し

大仙市
だい せん し

大仙市
だい せん し

大仙市
だい せん し

仙北市
せん ぼく し

仙北市
せん ぼく し

横手市
よこ  て  し

由利本荘市
ゆりほんじょうし

五城目町
ごじょうめまち

五城目町
ごじょうめまち

三種町

越水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

越水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

越水

越水

溢水

溢水

溢水

1

30

11

2

1

6

26

0

58

29

4

24

12

6

1

204

9

1

1

2

1

49

2

1

5

1

2

4

39

0

44

24

1

10

26

17

1

12

309

12

1

2

2

溢水

溢水

越水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

3

0

0

0

0

0

0

0

9

0

19

0

4

0

0

0

越水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

溢水

越水

溢水

溢水

溢水

溢水

20.0

0.2

0.3

0.1

0.4

0.5

0.6

0.8

0.2

120.0

60.0

90.0

140.0

30.0

5.0

50.0

1.0

1.1

12.0

430.0

335.4

1.0

5.0

60.0
みたねまち

雄物川
おものがわ

子吉川
こよしがわ

馬場目川
ばばめがわ

河川 市町村
原因 床上

（戸）
床下
（戸）原因 原因全壊

（戸）
半壊
（戸）

面積
（約ha）

被害状況

浸水秋田県

浸水家屋数 家屋損壊数 田畑等浸水

芋川
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秋田市

能代市

男鹿市

潟上市

にかほ市

大館市

鹿角市

湯沢市

由利本荘市

横手市

北秋田市

大仙市

仙北市

大潟村

三種町

八峰町

五城目町
八郎潟町

井川町

上小阿仁村

藤里町

小坂町

東成瀬村

羽後町

美郷町

青 森 県

宮 城 県

秋 田 県

雄物川

岩 手 県

山 形 県
30km0 10 20

大仙市

河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
区
間

秋田市

日
　
本
　
海

秋田県 ｜ 直轄管理河川における河川激甚災害対策特別緊急事業について洪水

直轄管理河川における治水対策について 事業箇所

整備箇所 河川激甚災害対策特別緊急事業の概要

河川激甚災害対策
特別緊急事業区間

災害対策等緊急事業推進費の概要（一般改修）

実施方針

直轄事業：堤防整備イメージ図

　洪水被害に対し雄物川では緊急的な治水対策として、「災害対策等緊急事業推進費」を活用し、平成29年度から河道掘削、堤防整備を実施して

います。

　特に被害の大きかった雄物川中流部では「河川激甚災害対策特別緊急事業」として。概ね５年間を目標に重点的な堤防整備等を実施することと

しています。

■事 業 費：約218億円　※推進費を含む

■整備内容：堤防整備（築堤、嵩上げ、輪中堤）

■事業期間：平成29年度～平成34年度

■事 業 費：約17億円

■整備内容：河道掘削

■事業期間：平成29年度

■緊急的な対応として、災害対策等緊急事業推進費（推進
費）を活用して、堤防整備（嵩上げ）を実施

■特に浸水被害の大きかった雄物川中流部における河川整
備を河川激甚災害対策特別緊急事業として、重点的に堤
防整備（築堤、嵩上げ、輪中堤）等の整備を実施し、雄
物川の氾濫による家屋浸水被害を解消、概ね5年間を目標
に実施

■住民の避難を促すためのソフト対策を沿川自治体と連携して実施
◉ 主な実施内容
　●「タイムライン」の作成・改善及びこれに基づく「防災訓練」の実施
　●「洪水ハザードマップ」、「家屋倒壊危険区域」の公表、住民への周知
　●水害リスクを共有するための「防災教育」の実施
　●洪水情報の「プッシュ型配信」、「ホットライン」の実施
　●「要配慮者施設」の避難に関する支援
　●水防団、地域住民等が参加する危険箇所等の「共同点検」の実施他

堤防整備
（築堤）

H29.7洪水対応

無堤部

ソフト対策（円滑かつ迅速な避難に向けた支援）

堤防整備
（嵩上げ）

H29.7洪水対応

既設堤防

13
0k

10k

20k

30k

40k
50k

60k
神宮寺

椿川

←
雄
物
川

←雄物川

←
福
部
内
川

←
楢
岡
川

←
新
波
川

←土買川

←玉
川

←
淀
川

上溝川→

凡　例　（直轄事業内容）

：堤防整備済み
：堤防整備（嵩上げ）
：堤防整備（築堤、輪中堤）
：河道掘削
：基準点・主要地点
：H29.7洪水外水氾濫

輪中堤輪中堤

秋田新幹線
秋田自動車道

秋田自動車道

H29推進費
（一般改修）

H29推進費
（激特事業）
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秋田県 ｜ 雄物川激甚災害対策特別緊急事業推進室を設置

激特事業推進室看板設置（分室）

老松大仙市長 挨拶

雄物川激甚災害対策特別緊急事業推進室を設置

　雄物川の緊急治水対策について、今後本格化していく事業を強力かつ円滑に推進していくため、平成30年1月1日に「雄物川激甚災害

対策特別緊急事業 推進室」を東北地方整備局に設置し、平成30年1月9日に推進室の設置式を湯沢河川国道事務所で執り行いました。

　雄物川激甚災害対策特別緊急事業の推進室、並びに推進分室
の設置ということにつきましては、地元関係自治体としまして、
本当に有り難く、心強く思っているところであります。住民を
代表する形で、本当に厚く御礼を申し上げます。
　大仙市も、2月1日からは、新しい部ということで、大仙市
災害復旧事務所という部署を西仙北支所内に設置しまして、統
括して、災害復旧事業を進めて参りたいと考えております。こ
ちらに関しましても、何卒、ご指導、ご協力をいただければと
思います。

安田副局長 挨拶

　この度、推進室が発足し、秋田・湯沢の両事務所が一丸となり、
本局・本省との連絡体制あるいは研究所、他の機関との連絡体
制を整えて、事業を実施していこうということになった。
その役割を担う皆さんにおかれては、ご自身たちの健康をしっ
かりと整え、事業をしっかり推進していくようにと、是非、奮
闘していただければと思います。こういう態勢が進んでいく上
でも、地域の自治体の皆様、自治会の皆様、関係者の皆様のご
協力、ご支援が欠かせません。我々、一生懸命頑張って参りま
すので、切にご支援いただければと思います。

推進室 中川室長 挨拶

　平成30年1月1日付けで、東北地方整備局に設置された「雄物川激甚災害対策特別緊急事業推進
室」室長を拝命致しました。推進室は、東北地方整備局に本部を置き、雄物川を管理する秋田河川国
道事務所と湯沢河川国道事務所に分室を設置し、併せて30名の室員を以て事業の推進にあたります。
　この推進室は、平成29年7月の記録的な豪雨により被害を受けた雄物川中・下流の河川整備におい
て激特事業の指定を受けて、関係機関との協議をはじめ設計や発注、施工などを強力かつ円滑に推進
していくために設置したものです。
　今後、激特事業を限られた期間内に進捗させるに当たり、皆様からのご助言を賜りながら、地域の
皆様のご理解とご協力の下、東北地方整備局の技術力を結集し、スピード感を以て事業執行にあたっ
て参ります。

洪水

湯沢河川国道事務所

2019
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　洪水被害に対し、予算を集中投資して再度災害防止対策を短期間に実施するため、「床上浸水対策特別緊急事業（床
上事業）」、「河川災害復旧等関連緊急事業（復緊事業）」、「災害復旧助成事業」及び「河川等災害関連事業（関連事
業）」等を採択し、洪水被害の早期解消を図ることとしました。

※：上表は、災害復旧助成事業、河川等災害関連事業、河川災害復旧等
　　関連緊急事業、床上浸水対策特別緊急事業、災害対策等緊急事業推
　　進費により実施される事業の合計

※上表資料は秋田県資料を引用、加筆したもの。

秋田県管理河川において、再度災害防止へ向け、
治水対策を概ね４年間で実施、洪水被害の早期解消を図る。

一級河川　淀川（雄物川水系）

約75億 4,000万円

L=5.6km

築堤、河道掘削、橋梁架替　等

河 川 名

総事業費

延　　長

工事概要

洪水

秋田県管理河川における事業採択　概要

秋田県管理河川における緊急的な治水対策（位置図）

秋田県 ｜ 秋田県管理河川における緊急的な治水対策について

甚大な被害を受け、緊急的な治水対策へ。

1 6

1

7

4

3

2

5

一級河川　上溝川（雄物川水系）

約78億 3,000万円

L=4.9km

築堤、河道掘削、護岸、橋梁架替　等

河 川 名

総事業費

延　　長

工事概要

2

一級河川　福部内川（雄物川水系）

約 2,600万円

L=210m

築堤

河 川 名

総事業費

延　　長

工事概要

3

一級河川　土買川（雄物川水系）

約88億 3,000万円

L=2.8km

築堤、護岸、橋梁　等

河 川 名

総事業費

延　　長

工事概要

4

一級河川　楢岡川（雄物川水系）

約62億 5,000万円

L=3.4km

築堤、護岸、橋梁、排水樋管　等

河 川 名

総事業費

延　　長

工事概要

5

一級河川　新波川（雄物川水系）

約30億円

L＝2.5km

築堤、河道掘削　等

河 川 名

総事業費

延　　長

工事概要

6

一級河川　芋川（子吉川水系）

約1億 2,400万円

L=1.9km

築堤、河道掘削

河 川 名

総事業費

延　　長

工事概要

7

新波川（秋田市）
床上浸水対策特別緊急事業
L＝2.5km
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東北全般 ｜ 平成29年8月23日　前線による洪水の状況洪水

レベル５（越水・溢水）
レベル４（計画高水位超過）
レベル４（氾濫危険水位超過）
レベル３（避難判断水位超過）
レベル２（氾濫注意水位超過）
防災操作実施ダム

凡　　例

● 雄物川水系　雄物川
● 子吉川水系　子吉川
● 米代川水系　米代川
● 北上川水系　北上川（上流）

● 森吉山ダム
● 玉川ダム
● 四十四田ダム
● 御所ダム
● 湯田ダム
● 寒河江ダム
● 白川ダム

● 雄物川　溢水・内水
　間倉地区
　中村・芦沢地区
　寺館・大巻地区　など10箇所

7月につづき直轄管理河川である
雄物川で被害が発生。

秋田市

大仙市
由利本荘市

平成29年8月24日出水の状況

秋田県では、短期間のうちに二度の洪水被害。

累加雨量レーダ

天気図と衛星画像

気象の概要

　前線を伴う低気圧の影響により、8月24昼前から25日の明け方にかけて、東北北部で非常に激しい雨が降りました。累加雨量は多

いところで300mmに達し、雄物川の神宮寺水位観測所や玉川の長野水位観測所、北上川の紫波橋水位観測所などで氾濫危険水位を

上回りました。この豪雨により秋田県の玉川ダムでは過去最高の流入量（1,200ｍ3／s）を記録するなど、7月22日に引き続き大き

な被害を受けました。

8月25日3時頃 8月25日4時頃

※8月24日12時から25日9時までの21時間の累計

出典：気象庁

※統一河川情報システムより
※累加雨量は8月24日12時から25日9時までの24時間の累計

河川名 観測所名

累加雨量200mmを超えた観測所

累加雨量

米代川 中　森 雨量観測所 208.0mm

下桧木内 雨量観測所 202.0mm

北上川

雄物川

滝ノ上 雨量観測所 206.0mm

高　下 雨量観測所 300.0mm
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秋田県 ｜ 平成29年8月24日　前線による洪水被害洪水

雄物川水系 玉川　右岸10.1K （8月25日4時頃）

雄物川　新波橋付近浸水状況（8月25日15時30分頃）

雄物川　右岸48.9K （8月25日8時20分頃）

雄物川 玉川

被害の状況

災害対策室からみちのく号への指示状況

雄物川　中村芦沢地区、寺館大巻地区（8月25日11時頃）

大仙市強首地区 （8月25日13時頃：みちのく号撮影）
こわくび

強首地区

被害の状況

雄
物
川

雄物川
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洪水 東北全般 ｜ 平成29年10月23日　台風21号による洪水の状況

レベル５（越水・溢水）
レベル４（計画高水位超過）
レベル４（氾濫危険水位超過）
レベル３（避難判断水位超過）
レベル２（氾濫注意水位超過）
防災操作実施ダム

凡　　例

● 阿武隈川水系　阿武隈川（上流）、荒川
● 最上川水系　最上川
● 鳴瀬川水系　吉田川
● 北上川水系　北上川（上流）
● 名取川水系　名取川

● 三春ダム
● 摺上川ダム
● 寒河江ダム
● 釜房ダム
● 四十四ダム

● 阿武隈川水系（内水）
　 宮城県：角田市、丸森町
　 福島県：二本松市、郡山市、
　須賀川市

● 鳴瀬川水系（内水）　
宮城県：大郷町、大和町、松島町
　　　　など　　13箇所 

直轄管理河川である
阿武隈川で避難判断水位を超過。

秋田市

大仙市
由利本荘市

平成29年10月23日出水の状況

超大型で非常に強い台風21号。
阿武隈川水系の多くの観測所で10月の24時間雨量を更新。

累加雨量レーダ

天気図と衛星画像

気象の概要

　超大型で非常に強い台風21号が前線を活発化させ10月20日から東北地方全域で断続的な降雨となりました。台風21号の影響により

東北地方の累加雨量は多いところで300mmを超え、阿武隈川水系の多くの観測所では10月の24時間雨量が観測史上最大を更新し、下

流部では堤防漏水が発生するなど大きな被害が発生しました。

10月22日09時頃 10月22日09時頃

※10月20日0時から24日4時までの100時間の累計

出典：気象庁

※統一河川情報システムより

河川名 観測所名

累加雨量300mmを超えた観測所

累加雨量

松　川
阿
武
隈
川
水
系

名
取
川
水
系

蟹ヶ沢 雨量観測所 318.0mm

須　川
高　湯 雨量観測所 378.0mm
微温湯 雨量観測所 395.0mm

荒　川 土　湯 雨量観測所 360.0mm
雉子尾川 大　内 雨量観測所 393.0mm
太郎川 川音岳 雨量観測所 309.0mm

北　川
笹　谷 雨量観測所 317.0mm
小屋の沢 雨量観測所 328.0mm
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福島県 ｜ 平成29年10月23日　台風21号による洪水の状況洪水

阿武隈川　本宮水位観測所（１０月２３日2時頃）

阿武隈川　右岸６８．２K（１０月２３日9時頃）

阿武隈川　阿久津水位観測所（１０月２３日12時頃）

洪水の状況

福島市リエゾン活動状況（10月24日）

荒川　左岸１．５K（１０月２３日9時頃）

阿武隈川 排水活動状況

洪水の状況

阿武隈川

阿武隈川

荒川

阿武隈川

▲福島市災害対策本部会議に出席するリエゾン

リエゾン
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※各県庁所在地に設置している
　気象庁所管の雨量データを集計

渇水 東北全般 ｜ 平成2９年6～8月　渇水情報

※日毎の流量は、毎時9時の観測データ（速報値）

東北管内では、大きな渇水とはならず。
河川流況の変化

青森市

盛岡市秋田市

仙台市山形市

福島市

広瀬川広瀬川

広瀬橋広瀬橋

凡　例

過去5ヵ年平均雨量
（H24~H28）

県庁所在地

H29年雨量

過去5ヶ月年平均雨量と比較すると、ほぼ平年以上の降雨。
大きな渇水にはならなかった。

7月21日 8月7日

水 系 名

岩 木 川

支部設置水系

高 瀬 川

馬 淵 川

北 上 川 北 上 川

鳴 瀬 川

名 取 川

阿武隈川

米 代 川

雄 物 川

子 吉 川

最 上 川

赤 川

河 川 名

岩 木 川

高 瀬 川

馬 淵 川

鳴 瀬 川

吉 田 川

名 取 川

広 瀬 川

阿武隈川

米 代 川

雄 物 川

子 吉 川

最 上 川

赤 川

明 治 橋

狐 禅 寺

基準地点
河 川 流 況

五所川原

上 野

剣 吉

鳴瀬川中流堰下流

落 合

名 取 橋

広 瀬 橋

舘 矢 間

二 ツ 井

椿 川

宮 内

高 屋

熊 出

20

70

基準流量
（m3/s）

19

2

16

2

1.5

1.5

1

40

45

80

11

60

2

7月 13日

7月 16日

最低流量（6月～8月）
（m3/s）

7月 20日

6月 20日

7月 15日

7月 12日

7月 11日

7月 16日

7月 22日

7月 12日

7月 15日

8月  8日

8月 17日

6月 29日

8月 14日

28.57

100.34

20.59

7.70

18.45

4.40

1.04

3.91

0.63

45.79

57.69

82.38

10.54

114.73

5.60

基準流量を下まわった河川・流量・月日凡　例
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赤川

最上川

子吉川

雄物川

米代川

岩木川
高瀬川

馬淵川

北上川

鳴瀬川
名取川
阿武隈川

上野

狐禅寺

広瀬橋

名取橋

舘矢間

明治橋

剣吉

中流堰下流

落合

（石切所）

鳴子ダム

（荒雄）

浅瀬石川ダム

凡 例
：正常流量基準地点（補助地点）

：基準流量を下回った地点

：直轄管理区間

：指定区間

五所川原

二ツ井

椿川

宮内

高屋

白川ダム

釜房ダム

熊出

（上岩木橋）

（糠野目）

（岩崎）
（岩館）

東北地方整備局の対応状況

津軽ダムの効果

　東北管内の各河川において、渇水に備え、関係機関との情報共
有・連絡調整などを目的に渇水情報連絡会等を開催しましたが、
平成29年度は大きな渇水にはならず、渇水対策支部の設置はあり
ませんでした。
　なお馬淵川では、平成29年6月30日に「馬淵川水系渇水情報
連絡会」を発足しました。また、岩木川では、津軽ダムが運用開
始となり水不足に悩まされていた津軽平野を潤しました。

東北管内の支部体制

平成29年度は、
渇水対策支部の設置なし。

津軽ダムが、水不足に悩まされ続けた
津軽平野を潤しました。

津軽ダムとして初めて迎えたかんがい期に十分な効果を発揮。

渇水 東北全般 ｜ 平成29年6～8月　渇水情報

「水不足」に備えて、
関係機関が連携。

岩木川

水系名 ６　月

★

★

9/14開催　＜津軽ダム運用、ダム効果の情報交換＞

7　月 8　月 9　月

子吉川

雄物川
［玉川ダム含む］

米代川

最上川
［最上ダム統管含む］

赤川

高瀬川

鳴瀬川

北上川（下流）
［鳴子ダム含む］

北上川（上流）
［北上ダム統管含む］

馬淵川

名取川
［釜房ダム含む］

阿武隈川（下流）

阿武隈川（上流）

青森市

盛岡市
秋田市

仙台市

山形市

福島市

6/30開催　＜渇水情報連絡会発足＞

★

★＝渇水情報連絡協議会等（定例以外）の開催状況

7/18開催　＜広瀬川部会＞

渇水対策支部の設置なし

H27とH29の放流量・かんがい取水量の比較 地元農家の声

津軽ダムにより目屋ダム貯水容量の約２杯分※もの水量を補給！

馬渕川水系渇水情報連絡会の様子

　今年4月に管理
に移行した津軽ダ
ムの流域は、この
夏、平年に比べ少
雨となりました。

●田植え後の除草剤散布時期に降雨
量が少なかったと思われたが、用
水は十分に確保された。
●７月の中干し明けに気温が低く、
深水管理が必要な状態だったが、
用水は十分に確保され今までにな
い安心感があった。
●例年であれば番水制も危惧された
が、そのような事態にならず、津軽
ダムの恩恵を強く感じている。
●上岩木橋付近の河川（岩木川）の
状態も今までより水量が多く、景
観も良いと思われる。

　平成29年の東北全体の作況指
数は、東北全体では「平年並み」で
あるものの、日照不足や低温の影
響で、太平洋側を中心に「やや不
良」や「不良」が多くなっています。
　青森県でも太平洋側で「やや不
良」となっていますが、東北全体の
中でも津軽・青森のみ「やや良」と
なっております。
　日照・気温条件の影響が大きい
と思われますが、深水管理など水
が必要な時期に、必要な量を十分
に津軽ダムで補給できたことも一
助となったものと思われます。

　岩木川は全国の一級河川の中
でも流域面積に占める農地の割合
が非常に高い川であり、津軽平野
と呼ばれる広大な穀倉地帯は必要
とする水量も多いことから、幾度
も水不足に悩まされてきました。

　平成29年は津軽ダムにより、かんがい用水、
水道用水、河川環境に必要な水量を、少ない
雨の中でも十分補給することができました。

青森県

H27年渇水時

秋田県 岩手県

岩木川

津軽ダム

津軽ダム

※5月1日から8月21日までの補給量（放流量から流入量を差し引いた量）6,127万m3÷目屋ダム利水容量2,700万ｍ3＝2.27≒約2倍　これは、東京ドームの約49個分に相当します。
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H27目屋ダム放流量

5月

5月
1日

6月
1日

7月
1日

8月
1日

8月
21日

降雨により
水位が回復

6月 7月 8月

H29

H27

H29

H27

H29

H27

H29
H27

※かんがい取水量は岩木川統合頭首工分

※実際の河川流量はダム放流量のほか
　ダム流域外からの流入もあります。 ※H29.8 ヒアリング結果

　平成29年5月から8月は、
平成27年のかんがい取水
量の約1.2倍、放流量は約
1.5倍であり、この差は東京
ドームでそれぞれ約15杯分、
約50杯分に相当します。

H29津軽ダム放流量
上記の内、かんがい取水量分

津軽ダム貯水位

推定：目屋ダム貯水位

●平成20年代だけでも平成23、24、27年に渇水となり、
　番水制をとるなどの苦労がありました。
●今年は津軽ダムにより、かんがい用水、水道用水、河川
　環境に必要な水量を十分補給することができました。

津軽ダムからの補給量は、8/21迄に
目屋ダム容量の約２杯分に相当

補
給
に
よ
る
貯
水
量
低
下

今年の津軽ダムと同様の補給を目屋ダム
で行った場合、７月中旬で補給不能

かんがい用水補給効果に地元から驚きの声
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蔵王山火山防災マップ

火山 宮城県・岩手県 ｜ 蔵王山噴火警戒レベルを引き上げ

蔵王山の噴火警戒レベルを引き上げ

　仙台管区気象台は平成30年1月30日14時38分に蔵王山の噴火警戒レベルを2（火口部周辺規制半径1.2km）に引き上
げました。3月5日16時00分までに火山性微動を6回、火山性地震を74回観測し、山頂の南側が隆起する地殻変動が継続
しました。1月30日の噴火レベルの引き上げ以降、関係機関により蔵王山の火山活動に警戒をしてまいりましたが、仙台管
区気象台の観測結果より、「蔵王山では想定火口域から概ね1.2kmの範囲に影響を及ぼす噴火の発生する可能性が低くなっ
たと判断」し、平成30年3月6日14時「蔵王山噴火警報（火口周辺）」を解除し、噴火警戒レベル2（火口周辺規制）から
レベル1（活火山出あることに留意）に引き下げました。

　蔵王山火山防災協議会では、住民や観光客に火山災害の危険性や避難の必要性を周知
するため、蔵王山火山防災マップを発行しています。
マップは、蔵王山が噴火した場合に予想される火山現象の種類や噴火の規模を元に災害
の影響が想定される区域を示すと共に、避難場所や避難時の心得などを掲載しています。火山性微動・火山性地震を多数観測し、蔵王山の噴火警戒レベルを２に引き上げ

※宮城県HPより

蔵王山の噴火警戒レベル

御釜

五色岳

山形市

山形県

宮城県

上山市

白石市

蔵王町

川崎町蔵王温泉

青根温泉想定火口：
「馬の背カルデラ」

想定火口域（馬の背カルデラ）から1.2kmの範囲では噴火
に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒が必要

今回の噴火警報の警戒範囲
（水蒸気噴火想定河口域から概ね1.2km）
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火山防災訓練の実施状況

実施要項

火山 福島県 ｜ 安達太良山ソフト対策（訓練等）

『火山防災訓練』を実施

　福島県中部にある活火山 安達太良山の噴火警戒レベルは「活火山であることに留意」を示すレベル１ですが、万が一の事態
に備え、迅速かつ的確な行動が図られるよう関係機関による防災訓練を実施しました。
　今回の訓練では国や県、各自治体などの関係者が一同に会し、安達太良山の火山活動が活発化し、噴火警戒レベルが1から
2、2から3に順次引き上げられ、その後、水蒸気噴火が発生したという想定で行われました。訓練では参加者全員が状況の流
れが、対応や行動を共有・理解できる学習型訓練により、各機関の役割を確認しました。

　安達太良山で火山活動が活発化し、
噴火警戒レベル１→２→３へ順次引き
上げ。その後水蒸気噴火が発生。
　また、冬期の融雪型火山泥流発生の
危険性を想定した火山防災協議会の開
催訓練もあわせて実施。

安達太良山の噴火に備え「火山防災訓練」を実施しました。

安達太良山火山防災訓練実施状況

事務所長による挨拶

被害想定

■日時
　平成29年 11月 29日（水）
　13:30～16:30
　　
■場所
　パルセいいざか（福島市飯坂町）

日時・場所

● 福島県
● 福島市
● 二本松市
● 郡山市
● 本宮市
● 猪苗代町
● 大玉村

● 仙台管区気象台
● 福島地方気象台
● 北陸地方整備局
● 東北地方整備局
● 福島河川国道事務所

（参加人数：約60名）

参加機関

火山防災協議会の様子 参加者による回答 実技訓練（降灰量調査）

3837

東北の自然災害 2017



地震 秋田県 ｜ 平成29年9月8日　秋田県内陸南部地震

震度分布図（速報値）

災害対策室での対応状況（湯沢河川国道事務所）

雄物川の巡視状況

9月8日に発生した地震の概要

東北地方整備局の対応

秋田県南部でM5.2　震度５強の地震が発生。

　平成29年9月8日22時23分、秋田県大仙市でマグニチュード5.2　最大震度５強の地震が観測されました。

　この地震による津波の影響は発表されませんでした。

　東北地方整備局では地震発生後直ちに巡視を開始し、点検の結果施設等に異常が無いことを確認しました。

● 発生日時：9月8日22時23分頃
● マグニチュード：M5.2
● 震源地：秋田県内陸南部
● 震源深さ：約10km

● 雄物川上流部 右岸 59.8km ● 雄物川上流部 右岸 62.8km ● 雄物川上流部左岸50.4km

地震の概要

● 震度5強
　　秋田県　大仙市

● 震度4
　　秋田県　仙北市

● 震度3
　　秋田県　横手市、湯沢市、秋田美郷町、羽後町
　　　　　　三種町、五城目町、秋田市、由利本荘市
　　　　　　北秋田市
　　岩手県　矢巾町、花巻市

観測市町村
の震度

※出典：気象庁HPによる
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東北全般 ｜ 平成29年7月 九州北部豪雨に関する 東北地方整備局の取り組み トピック

福岡県朝倉市 赤谷川の被害箇所（平成29年7月7日 国土地理院撮影）

一般被害情報（8/21時点※1）

地点名
（市区町村名）

期間合計
（mm）

最大日
（mm）

最大1時間
（mm）

最大10分
（mm）

統計開始年
（mm）

朝倉（朝倉市） 586.0 516.0 129.5 28.5 1976年

日田（日田市） 402.5 336.0 87.5 24.5

………観測史上１位を更新

▲赤迫川の被災状況調査

▲妙見川の被災状況調査※1：内閣府「6月30日からの梅雨前線に伴う大雨 及び平成29年台風第3号による被害状況等について」より

◉家屋一部損壊、床上、床下浸水は、6月からの一連の被害報告数19県分の
　合計値となる

1942年

アメダス総降水量の分布図（7月5日～7月6日）

九州北部豪雨により甚大な被害を受けた
九州地方にTEC-FORCEを派遣

■梅雨前線や台風第3号の影響により、九州北部地方を中
心に局地的に猛烈な雨が降り、大雨となった。特に、7
月5日から6日にかけては、対馬海峡付近に停滞した梅
雨前線に向かって暖かく非常に湿った空気が流れ込ん
だ影響で、九州北部地方で記録的な大雨となった。

■１時間の最大雨量は、福岡県朝倉（あさくら）で
129.5ミリ、長崎県芦辺（あしべ）で93.5ミリ、高
知県大栃（おおどち）と大分県日田（ひた）で87.5ミ
リを観測するなど猛烈な雨となったところがある。

■24時間の最大雨量は、福岡県朝倉で545.5ミリ、長
崎県芦辺で432.5ミリ、大分県日田で370.0ミリとな
るなど、九州北部地方では350ミリを超える記録的な
大雨となっている地域がある。

■死者 38名
　　（福岡県：33名、大分県：3名、広島県：2名)

■行方不明者 5名
　　（福岡県：5名)

■家屋全壊（住家） 276棟
　　（福岡県：227棟、大分県：48棟、熊本県：1棟）

■家屋半壊（住家） 1,066棟
　　（福岡県：795棟、大分県：266棟、島根県：1棟、熊本県：4棟)

■家屋一部損壊（住家） 98棟
■床上浸水 199棟
■床下浸水 1,642棟

九州北部豪雨の気象概況

英彦山（田川郡添田町）
314.0mm

朝倉（朝倉市）
586.0mm

耶馬溪（中津市）
305.5mm

日田（日田市）
402.5mm

東北地方整備局から「TEC-FORCE」を派遣　（7月14日）

　平成29年7月14日（金）、九州北部豪雨により甚大な被害が発生した九州地方に向け、東北地方整備局から
４班21名体制のTEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）を派遣しました。

TEC-FORCE 出発式 東北地整「TEC-FORCE」の活動場所

調査状況 各整備局とのTEC-FORCE班長会議の状況

各班長から朝倉市長へ調査結果を報告
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ハード対策のポイント

ソフト対策のポイント

ビジョンのポイント

　平成27年12月10日の社会資本整備新議会の答申をうけ、平成27年12月１１
日に「水防災意識社会 再構築ビジョン」が策定されました。
　東北12水系１４協議会（直轄協議会）では「取組方針」を策定し、平成32年まで
のハード対策、ソフト対策の目標を定めました。協議会ではこれらを一体的に進め
るとともに「施設で防ぎきれない大洪水は必ず発生する」との認識のもとで関係機
関が連携して洪水へ備えていきます。

大規模氾濫に対する減災対策協議会の取組。

東北全般 ｜ 水防災意識社会再構築ビジョン

洪水氾濫を未然に防ぐ対策

危機管理型ハード対策

水防災意識社会の再構築を目指す。

トピック

自分のいる場所

ライブカメラ

詳細な雨量情報

事前行動計画、訓練

○ 避難に着目したタイム
　 ラインの策定

○ 首長も参加するロール
 　プレイング形式の訓練

リスク情報の周知

○ 立ち退き避難が必要な家屋倒壊等氾
　 濫想定区域等の公表

○ 住民のとるべき行動を分かりやすく
　 示したハザードマップへの改良

堤防裏法尻をブロック等で補強堤防天端をアスファルト等で保護した堤防では、
ある程度の時間、アスファルト等が残っている。 ※具体的な工法については検討中

堤防のかさ上げ

堤防天端の保護（約1,310km）

対策を実施する区間Ｌ＝約1,800km ※各対策の延長は重複あり

浸透・浸食対策

堤防の高さ・幅ともに
計画上の断面を確保

ドレーン工、護岸や遮水シートの設置等、浸透や浸食に
対する安全性を確保するための対策を実施

堤防天端をアスファルト等で保護し、堤防への雨水の浸透を
抑制するとともに、越水した場合には法肩部の崩壊の進行を
遅らせることにより、決壊までの時間を少しでも延ばす

堤防裏法尻の補強（約630km）

裏法尻をブロック等で補強し、越水した場合には深掘れの進行
を遅らせることにより、決壊までの時間を少しでも延ばす

の設置例

家屋倒壊等氾濫想定区域

避難行動のきっかけとなる情報をリアルタイムで提供
自分のいる場所の近傍の情報スマホ等で取得

河川水位

洪水予報等の情報を
プッシュ型で配信

より実効性のある「住民目線の
ソフト対策」を前面に打ち出しました

ソフト対策
ポイント1

河川管理者・都道府県・市町村等で協議会を設置し、
ハード・ソフト対策を一体的、計画的に推進します

地域一体の取組
ポイント3

D市

B市

A市

C町

「洪水氾濫を未然に防ぐ対策」に加え、
「危機管理型ハード対策」を導入

ハード対策
ポイント2

排水門
危機管理型のハード対策

　ポイント2へ
洪水氾濫を未然に防ぐ対策

　ポイント2へ

住民目線のソフト対策
　ポイント1へ

家屋倒壊等氾濫想定区域（ポイント1へ）対策済みの堤防氾濫ブロック

堤防の断面が不足

堤防がない

計画高水位

通常時の水位

計画高水位

通常時の水位計画高水位

通常時の水位

現　状 整備後

遮水シート

ドレーン工

ドレーン工

護 岸

遮水シート護 岸

アスファルト等

粘性土砂質土

表土

粘性土

粘性土砂質土

表土

粘性土
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東北全般 ｜ 水防災意識社会の再構築に向けた緊急行動計画

水防演習法に基づく協議会の設置

要配慮者利用における避難体制構築への支援

防災教育の促進

「水防災意識社会」の再構築に向けた
緊急行動計画について

トピック

　平成27年12月11日に「水防災意識社会 再構築ビジョン」が策定され東北地方整備局においても「大規模氾濫減災協議会」の
設置を始めとする各種取組を進めてきました。
　今般、実施すべき対策とされた事項のうち、緊急的に実施すべき事項について実効性をもって着実に推進するため国土交通大臣
指示に基づき概ね5年間（平成33年度）で取り組むべき各種取組に関する方向性、具体的な進め方や国土交通省の支援等につい
ての「緊急行動計画」が定められました。

平成30年出水期までに国及び都道府県管理河川の対象河川に
おいて、水防法に基づく協議会を設置し、概ね5年間の取組内
容を「地域の取組方針」としてとりまとめる

平成30年出水期までに、既に設置されている「水防災意識社
会再構築ビジョン」に基づく協議会を、水防法に基づく協議会へ
移行したうえで、「地域の取組方針」を確認し、減災対策を充実

平成29年6月までに
●要配慮者利用施設管理者向け計画作成
　手引きの充実
●市町村等向け点検マニュア作成
●要配慮者利用施設向け説明会の開催
平成29年度中に、内閣府、消防庁、厚生労働省、県、市、施設管理者等
と連携して、岩手県、岡山県、兵庫県のモデル施設において避難確保
計画を検討・作成。とりまとめた知見については協議会等の場で共有。

●平成33年度までに、対象となる全施設における避難確保計画の作成
　を進めるとともに、それに基づく避難訓練を実施

●避難確保計画の作成状況、避難訓練の実施状況について、毎年市町村
　等を通じて確認し、協議会で進捗状況を共有

●毎年、協議会を通じて取組状
況をフォローアップし、必要に応
じて「地域の取組方針」の見直し
を実施

●協議会の取組内容等について
ホームページ等で公表

①現状の水害リスク情報や取組状況の共有
②水害対応タイムラインの作成・改善
③住民等に対する洪水予報や浸水想定等
　の情報提供の方法の改善
④近隣市町村への避難体制の整備
⑤水防団間の応援・連絡体制の整備
⑥堤防上で水防活動のスペースを確保する
　ための調整　等

平成29年出水期まで
に、「水防災意識社会
再構築ビジョン」に基
づく協議会を設置

平成30年出水期までに、既に設
置されている協議会を水防法に
基づく協議会へ移行、又は新たに
設置し、今後の取組内容を記載し
た「地域の取組方針」をとりまとめ

①情報伝達、避難計画等に関する事項
　●水害対応タイムラインの作成促進
　●要配慮者利用施設における避難確保　　　　（他4項目）

②平時からの住民等への
　　　　周知・教育・訓練に関する事項
　●浸水実績等の周知
　●防災教育の促進　等　　　　　　　　　　　（他2項目）

③円滑かつ迅速な避難に資する
　　　　施設等の整備に関する事項
　●危機管理型水位計の設置
　●危機管理型ハード対策の整備　等　　　　　（他1項目）

①水防体制の強化に関する事項
　●重要水防箇所の共同点検
　●水防に関する広報の充実　
　●水防訓練の充実
　●水防団間での連携、協力に関する検討

②市町村庁舎や災害拠点病院等の
　　　　　自衛水防の推進に関する事項
　●市町村庁舎等の施設関係者への情報伝達
　●洪水時の庁舎等の機能確保のため対策

「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画

「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画（主な取組）

平成30年出水期までに、国及び都道府県管理河川の全ての対象河川において、水防法に
基づく協議会を設置し、今後の取組内容を記載した「地域の取組方針」をとりまとめ

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

平成33年度までに、対象となる全施設における避難確保計画の作成を進めるとともに、それに基づく避難訓練を実施

平成29年度中に、モデル施設において避難確保計画を作成

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

平成28年度より、
28校において指
導計画の作成支援
を先行して実施

学習指導要領改訂
平成29年3月31日

平成2９年度中に、国管理河川の全ての129協議会に
おいて、防災教育に関する支援を実施する学校を教育
関係者等と連携して決定し、平成30年度末までに、防
災教育に関する指導計画を作成できるよう支援

国の支援により作成された指導計画を都道府県管理河
川を含む協議会に関連する市町村の全ての学校に共有

引き続き、防災教育の実施を支援

平成29年度に、国管理河川の全ての129協議会において、防災教育に関する支援を実施する学校を教育関係者等と連携して決定し、指導計画の作成支援に着手

平成30年度末までに、国の支援により作成した指導計画を、都道府県管理河川を含む協議会に関連する市町村の全ての学校に共有

平成30年度平成29年度平成28年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

協議会での取組事項

（平成29年3月31日に改訂された新学習指導要領の周知・徹底・移行期間） （平成29年3月31日に改訂された新学習指導要領の全面実施）

（参照）　http://www.mlit.go.jp/river/mizubousaivision/pdf/koudoukeikaku.pdf

凡　例 国管理河川 都道府県管理河川 共　通

水防法に基づく協議会の設置1

減災防災に関する国の支援6

的確な水防活動のための取組3

　●排水施設等の運用改善
　●浸水被害軽減地区の指定

氾濫水の排水、浸水被害軽減に関する取組4

　●堤防等河川管理施設の整備
　●ダム再生の推進　　等　　　　　　　　　（他3項目）　

河川管理施設の整備等に関する事項5

円滑かつ迅速な避難のための取組2

　●水防災意識社会再構築に係る地方公共団体への財政的支援　・都道府県間の災害時及び災害復旧への支援　等　　　（他3項目）
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東北全般 ｜ 東北地方整備局管内における取組事例・効果事例

アンケート内容（抜粋）

洪水時の避難指標の設定について

郡山市長へのホットライン状況 効　果

東北地方整備局管内における取組事例・効果事例

トピック

●秋田県内では、平成29年７月・８月と記録的な豪雨となり、各地で土砂崩れや家屋浸水などの大きな被害が発生。
●秋田県大仙市では、地域の住民に対して、避難勧告や避難指示などの避難情報を発出し、住民の方々の避難を促した。
●「雄物川大規模氾濫時の減災対策協議会」では今までも協議会を通じて訓練や地域のイベントでパネル展を実施するなど防
災意識の向上に取り組んできたが、今回の洪水被害を受け、地域住民の防災意識の変化を把握することが重要と認識。
●７月豪雨で地域住民の方々が実際に取った行動から、地域住民の方々の防災意識及び確実に避難へと繋がる情報の内容や
伝達方法について検討し、「雄物川の減災に係る取組方針」へ反映していく。

　「雄物川大規模氾濫時の減災対策協議会」がとりまとめた「雄物川の減災に係る取組方針（平成28年8月）」に基づき、「住
民の避難を促すソフト対策」の推進を図るとともに、今次洪水の教訓等を踏まえ、関係機関と協議のうえ適宜、取組方針の見
直しを図ります。

●流域自治体（福島市・郡山市・須賀川市・本宮市）と合計11回の
　ホットラインによる情報提供を実施。
●避難勧告等の発令の判断を支援するため、今後の水位の見通
　しや過去の大洪水時における状況等を市長へ直接伝達。

■河川水位の上昇にあわせた
タイムリーな情報の共有。
■市長へ直接伝える事によっ
て避難指示等の判断に要す
る時間を短縮。
■市の対応状況に関する最新
の情報を市長から直接入手。

効　果
■タイムラインが整備されていたこと
で先の行動を見越した対応ができた。
■今回の経験を踏まえ、タイムライン
の改訂に反映させていく予定。

◉あなたは大雨のとき避難しましたか。
◉避難する場所を決めるのに利用した情報は何ですか。
◉避難しなかった又は避難できなかった理由は具体的に何ですか。
◉避難勧告や避難指示が出ていることは何で知りましたか。
◉７月洪水では３回の緊急速報メールを出しましたが、知っていましたか。

【雄物川】　雄物川緊急治水対策プロジェクト　ソフト対策の概要

タイムラインを活用した
防災訓練等の実施

防災情報を共有できる
体制の整備

地域住民が参加する
共同点検の実施

氾濫時の
緊急排水計画（案）

の作成

想定最大規模の
洪水ハザードマップの

作成・周知

洪水情報のプッシュ型配信、
ホットライン

要配慮者施設が策定する
避難計画への支援

【雄物川】　平成29年７月豪雨について「避難状況アンケート調査」を実施しました

【これまでの取組】
●山形県天童市の樽川で、洪水時に避難の指標となる基準
　水位を県・国連携のもと市が地域住民の合意を得て設定。

●避難指標の設定に併せて河川水位警告灯を現地に設置。

● 出席者：大江町百目木地区住民２０名
● 開催日：平成29年12月10日

～出席者からの意見～
◯ このような説明会はありがたい。
◯ 防災無線が地区内に聞こえづらいので
 　洪水時には心配
⇒頂いた意見を基に取組の推進に努める

【新たな取組】
●無堤防防部である、平成25・26年浸水被害を受けた山形県大江町
　百目木地区において樽川と同様に危険度に応じた基準水位を設定。
　説明会を実施し、地域住民と連携して取組を実施。
●避難指標の設定を協議会の取組方針に策定し、構成機関の市町村
　で取組を拡大。

【最上川上流】　洪水時の避難指標を設定

【阿武隈川上流】　平成２９年10月２３日　台風21号における国と自治体の取組状況

市町村長に対しホットラインによる情報提供を
積極的に行いました！

●H29.3に郡山市で策定した「郡山市タイムライン（詳
細版）試行版」策定後、初の実運用。
●タイムラインステージ１[準備]段階の「運用開始の判
断・意思会議」をはじめとし、各担当部署において
　[注意]→[警戒]→[行動]→[避難]→[退避]のステージ
６に至るまでタイムラインに沿った対応を実行。

郡山市タイムライン(詳細版)試行案策定後、
初めて実際の対応に活用しました！

動かす ねばる

戻す取組方針
（H28.8策定,H29.5改定）

阿武隈川の水位状況・見通しを伝達
（H29.10/22 22:51）

郡山市担当係長級会議
（H29.10.20昼 開催）

郡山市長及び部局長会議
（H29.10.22夜 開催）

ステージ１
[準備]

ステージ3
[警戒]

確実な避難行動に向けて

ハザードマップに
基づく避難

避難指標
の設定

独自の
避難体制

CCTV・簡易水位計
による情報提供

町

国

住民
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岩手県風水害対策支援チームを初めて招集し、
市町村へ警戒体制の確立等に係る助言を実施

〈東北全体〉
　40協議会（直轄：14、県：26）
　直轄への追加：10協議会
　県新規：26協議会

秋田県
11
協議会

（うち県単独8協議会）

青森県
7
協議会

（うち直轄へ3協議会）

岩手県
3
協議会

（うち直轄へ1協議会）

宮城県
５
協議会

（うち直轄へ3協議会）

山形県
5
協議会

（うち直轄へ3協議会）

福島県
9
協議会

（うち県単独8協議会）

「水防災意識社会再構築ビジョン」　県管理河川　減災対策協議会の設置状況

水防災意識社会再構築ビジョン取組事例（岩手県）

●岩手県では、平成28年台風第10号災害の教訓等を踏まえ、市町村の避難
勧告等発令を支援するため、平成29年6月に「岩手県風水害対策支援チー
ム」（以下、支援チーム）を設置。

●台風第18号が県内に接近することから、支援チームが初めて招集され、対
応について協議。

●県では、支援チームからの助言を受け、各市町村へ早目の警戒体制の確立
等について助言を実施。

東北全般 ｜ 中小河川における減災への取組

協議会名

秋田県：協議会開催時期　平成29年6月1日～6月29日

米代川大規模氾濫に関する減災対策協議会（直轄） H29.6.29（第3回）

雄物川大規模氾濫時の減災対策協議会（直轄） H29.5.10（第3回）

子吉川「大規模氾濫時の減災対策協議会」（直轄） H29.5.8（第3回）

鹿角地域県管理河川減災対策協議会（県） H29.6.9（第1回）

北秋田地域県管理河川減災対策協議会（県） H29.6.5（第1回）

山本地域県管理河川減災対策協議会（県） H29.6.28（第1回）

秋田地域県管理河川減災対策協議会（県） H29.6.1（第1回）

由利地域県管理河川減災対策協議会（県） H29.6.7（第1回）

仙北地域県管理河川減災対策協議会（県） H29.6.27（第1回）

平鹿地域県管理河川減災対策協議会（県） H29.6.26（第1回）

雄勝地域県管理河川減災対策協議会（県） H29.6.28（第1回）

開催日

協議会名

青森県：協議会開催時期　平成29年5月17日～7月3日

岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会（直轄追加） H29.5.31（第3回）

馬淵川大規模水害に備えた減災対策協議会（直轄追加） H29.5.30（第3回）

高瀬川大規模氾濫時の減災対策協議会（直轄追加） H29.7.3（第3回）

青森圏域大規模氾濫時の減災対策協議会 H29.5.24（第1回）

むつ圏域大規模氾濫時の減災対策協議会 H29.5.29（第1回）

三八・上北圏域大規模氾濫時の減災対策協議会 H29.5.17（第1回）

西北圏域大規模氾濫時の減災対策協議会 H29.5.22（第1回）

開催日

協議会名

宮城県：協議会開催時期　平成29年5月17日～6月2日

北上下流等　減災対策協議会（直轄追加） H29.5.31（第3回）

鳴瀬川等　減災対策協議会（直轄追加） H29.5.31（第3回）

名取川・阿武隈川下流等　減災対策協議会（直轄追加） H29.6.2（第3回）

気仙沼・南三陸圏域大規模氾濫時の減災対策協議会（県） H29.5.17（第1回）

仙台湾圏域大規模氾濫時の減災対策協議会（県） H29.5.24（第1回）

開催日

協議会名

岩手県：協議会開催時期　平成29年5月24日～6月27日

北上上流減災対策協議会（直轄追加） H29.6.27（第3回）

三陸圏域洪水減災対策協議会（県） H29.5.24（第1回）

馬淵川・米代川・新井田川圏域洪水減災対策協議会（県） H29.5.31（第1回）

開催日

協議会名

福島県：協議会開催時期　平成29年5月25日～6月5日

阿武隈川上流大規模氾濫時の減災対策協議会（直轄） H29.6.1（第3回）

県北方部水災害対策協議会（県） H29.6.1（第1回）

県中方部水災害対策協議会（県） H29.6.5（第1回）

県南方部水災害対策協議会（県） H29.5.31（第1回）

会津若松方部水災害対策協議会（県） H29.5.25（第1回）

喜多方方部水災害対策協議会（県） H29.5.26（第1回）

南会津方部水災害対策協議会（県） H29.5.28（第1回）

相双方部水災害対策協議会（県） H29.5.29（第1回）

いわき方部水災害対策協議会（県） H29.6.2（第1回）

開催日

協議会名

山形県：協議会開催時期　平成29年5月23日～6月2日

最上川上流減災対策協議会（直轄追加） H29.5.23（第3回）

最上川中流減災対策協議会（直轄追加） H29.5.29（第3回）

最上川下流・赤川減災対策協議会（直轄追加） H29.5.30（第3回）

荒川上流減災対策協議会（県） H29.6.2（第1回）

山形県二級河川減災対策協議会（県） H29.5.30（第1回）

開催日

支援チームによる検討状況

中小河川における減災への取組

トピック

支援チーム構成員

台風第18号接近に伴う岩手県風水害対策支援チームの活動等

各市町村の対応

市町村による警戒体制確立例

支援チームの情報伝達イメージ

◉岩手県（総合防災室・河川課・砂防災害課）
◉岩手河川国道事務所
◉盛岡地方気象台
◉齋藤徳美（岩手大学名誉教授）
◉越野修三（岩手大学客員教授）
◉井良沢道也（岩手大学教授）
◉小笠原敏記（岩手大学准教授）

①避難勧告等の発令状況の確認
②各機関等が持つ防災情報や知見を
　共有し、助言の対象や内容を検討

気象情報
河川水位情報

土砂災害警戒情報

避難勧告等
発令判断の
参考となる
防災情報の
提供・助言

上記の気象予想等を
踏まえて以下の助言を実施

避難勧告等
の発令

専門家気象台 河川国道事務所

気象台

河川国道事務所

県

県

支援チーム招集
台風第18号接近に伴う対応について協議

●県内全域に17日夜遅くから大雨・洪水警報が発令される見込み
●特に沿岸南部および宮古市、山田町は警戒が必要

●早めの警戒体制の確立
●明るい時間帯での避難勧告等の発令

●台風接近に伴い、災害警戒（対策）本部を設置

（　　　　　　　　）

災害警戒本部設置　　　　　　　　　9月17日12時30分
避難準備・高齢者等避難開始発令　　9月17日15時00分
気象警報発表　　　　　　　　　　　9月17日19時11分

県から市町村長等へ伝達

風水害対策支援チーム

各機関からの情報提供

市町村長

気象警報が発表された21市町村のうち、18市町村では
気象警報発表前に災害警戒（対策）本部を設置

9月17日
11時00分

県は、支援チームからの助言を受けて、
各市町村に助言を実施

9月17日
12時30分
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みんなの雄物川シンポジウムを開催　
～川の歴史は、私たちの歴史。学び・考え・伝えていくこと。～

秋田県 ｜ 雄物川直轄改修100周年記念事業式典

みんなの雄物川　宣言

プログラム

身近な雄物川について学んでいる勝平小学校３年生の代表４名が、雄物川を大切にすることを宣言

参加状況 基調講演　松冨英夫氏 パネルディスカッション パネル展示

雄物川改修100周年記念事業

　平成29年10月1日（日）秋田市の秋田市文化会館において、「雄物川改修100周年記念事業　みんなの雄物川シンポジウム」を開催し、

流域の住民約300名が参加しました。

　シンポジウムでは、気象予報士の津田紗矢佳氏による記念講演、秋田大学大学院教授の松冨英夫氏による基調講演のほか、雄物川の改

修による地域への関わりについてパネルディスカッションを実施し、「雄物川の改修、文化・経済への関わりを振り返り次世代へ引き継ぐ」

をテーマに、雄物川放水路をはじめとした河川改修により地域にもたらした効果や今後の利活用について、観光・経済・河川利用の各パネ

ラーより情報提供・討論を行いました。また、今年7月の出水の状況について情報提供するとともに、今後の改修の必要性について理解を

求めました。

■記念講演

　「天気予報の上手な使い方」
　　津田　紗矢佳 氏（気象予報士、防災士）

■基調講演

　「雄物川100年の歩み」
　　松冨　英夫 氏（秋田大学大学院　教授）

■パネルディスカッション

　「雄物川の改修、文化・経済への関わりを振り返り次世代へ引き継ぐ」
●コーディネーター　　松冨　英夫 氏（秋田大学大学院　教授）
●パネラー　　　　　　賢木　新悦 氏（大曲商工会議所　副会頭）
　　　　　　　　　　　松渕　秀和 氏（秋田経済研究所　所長）
　　　　　　　　　　　舩山　　仁 氏（秋田パドラーズ　理事長）
●アドバイザー　　　　高村　裕平 氏（東北地方整備局　河川部長）

流域の約300名の方に参加頂きました 雄物川の特徴や流域の特性を分かり易く解説。改修の効果や必要性のほか共存について講演 観光や経済、河川利用のパネラーによる改修の効果や、今後の利活用について討論 雄物川放水路事業をはじめとした、河川改修の取組や出水による状況を紹介
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風化させない歴史とつなげる未来
　千葉貞子氏によるアイオン台風の体験談をはじめ作家の高崎哲郎氏や気象予報士の大隅智子氏による基調講演のほか、“「水防災意識社

会」の再構築を考える”をテーマに5人のパネラーによるディスカッションを実施しました。

　また、パネルディスカッションでは、住民の水害に対する危機意識の低下を指摘したうえで、水害の恐怖や教訓を後世に語り継ぐことの重

要性や頻発・激甚化する豪雨災害への備えと地域防災力の向上の必要性について理解を深めました。

岩手県 ｜ カスリン・アイオン台風70年

会場の様子 日時・場所・来場人数

プログラム

パネルディスカッション 体験コーナー「ミニ簡易アラート作り体験」

基調講演

パネル展アイオン台風体験「生きる」　紙芝居と体験談

カスリン・アイオン台風70年 
　　　水防災フォーラムを開催

式典

■基調講演
「カスリン・アイオン台風70年に思う」
　　高崎　哲郎 氏（作家・土木史研究家）

「増え続ける台風・大雨災害と最新の防災
　情報について」～自分の命は自分で守る～
　　大隅　智子 氏（気象予報士・防災士）

■平成28年度「土砂災害防止に関する作文」入賞作品発表会・・・・・3名の地元中学生による作文発表
■アイオン台風体験「生きる」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・千葉貞子さんによる紙芝居と体験談

■パネルディスカッション

　　「水防災意識社会」の再構築を考える
●コーディネーター　　平山　健一 氏（岩手大学　名誉教授）
●パネラー　　　　　　佐藤　晄　 氏（一関商工会議所　会頭）
　　　　　　　　　　　辻山　慶治 氏（中里まちづくり協議会　会長）
　　　　　　　　　　　大隅　智子 氏（気象予報士・防災士）
　　　　　　　　　　　八重樫 弘明 氏（岩手県県土整備部　河川港湾担当技監）
　　　　　　　　　　　清水　　晃 氏（東北地方整備局岩手河川国道事務所長）

紙芝居を用いてアイオン台風の体験談を語る千葉貞子さん 一関の今昔写真や国、県、市による治水事業の歩みや施設の機能についてパネル展を開催

カスリン・アイオン台風からの復旧・復興に尽力した方々のエピソードや
今後の一関市の発展へ期待を寄せる高崎氏

激甚化する異常気象や地球温暖化の影響、最新の防災情報について講演する大隅氏

平山氏のコーディネートのもと、水防災意識社会の再構築について討論する5人のパネラー 洪水の危険性や水位の意味、簡易アラートの仕組みを理解してもらい、
水防災意識の向上に資する取組となりました

■日時
　平成29年 9月 9日（土）　10:00～16:30
　　
■場所
　一関文化センター（岩手県一関市）

■来場人数
　約700名（流域住民　他）
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宮城県 ｜ 吉田川床上浸水対策特別緊急事業着工式

工事着工号令

着工式の様子鍬入れ式

オープニングセレモニー「七ツ森太鼓」 遊水地模型を用いた説明を受ける来賓各位

関東･東北豪雨時（2015年9月11日撮影）

来賓挨拶

小平　卓
水管理・国土保全局

治水課長

山田 義輝 
宮城県副知事

伊藤 信太郎
衆議院議員

井上 義久
衆議院議員

岡本 章子
衆議院議員

愛知 治郎
参議院議員

中野 正志
参議院議員

浅野　元 
大和町長

萩原 達雄
大衡村長

平常時（2016年3月13日撮影）

吉田川床上浸水対策特別緊急事業着工式

関東・東北豪雨で甚大な浸水被害を受けた吉田川上流部において、
河道掘削、築堤及び遊水地群の整備に着工。
　平成29年12月2日（土）、宮城県 大和町 落合舞野地内にて吉田川床上浸水対策特別緊急事業着工式を開催しました。

　国土交通省と宮城県が連携した床上浸水対策特別緊急事業を実施することにより、早期に吉田川上流部の家屋浸水被害の解消が図られ

るなど、地域住民等の安全・安心を確保します。

式典

吉田川床上浸水対策特別緊急事業着工式

大和町
大衡村

吉
田
川
↓

善
川
↓

竹林川↓

大和町

竹林川遊水地

大衡村

吉
田
川
↓

善
川
↓

竹林川↓

善川遊水地
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宮城県 ｜ 名取川河口部復旧・復興事業完成式

閖上太鼓保存会による演奏

平成３１年春オープン予定の新商業施設の一部店舗のお披露目

くす玉開披

作文朗読の様子

閖上中学校生徒（２年生）

イベント会場の様子 牡蠣汁の振る舞っている様子 式典参加者による買い物の様子

復旧完了（2017年10月撮影）

来賓挨拶

郡　和子
仙台市長

山田 司郎
名取市長

小平　卓
治水課長

西村 明宏
衆議院議員

秋葉 賢也
衆議院議員

中野 正志
参議院議員

震災後（2011年3月撮影）

名取市 仙台市 名取市 仙台市

名
取
川
↓

名
取
川
↓

東日本大震災で被災した名取川河口部堤防が完成

仙台市・名取市の復興計画と整合を図り、海岸堤防と一体となって効果を
発揮するよう整備を進めてきた河川堤防等が完成。
　名取川河口部の河川堤防等完成式を平成29年12月3日（日）に開催しました。

完成式では事業経過の他、閖上中学校の生徒による作文朗読や平成31年度オープン予定の新商業施設のお披露目も実施しました。

式典

名取川河口部復旧・復興事業完成式
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